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１ 木材産業功労者賞を受賞 

10月 15日（水）、第 40回木材産業振興大会が東京国際フォーラムを会場に開催され、全
国より業界関係者等 1,200名が参加した。大会席上、県木産協組合員の富樫洋一氏((株)モト
タテ)と鈴木隆一氏（㋣鈴木製材所）が、それぞれ、全木連会長表彰及び全木協連会長表彰
を受賞した。誠におめでとうございます。本県からは沖田理事長をはじめ 7名が出席した。 

 
 
 
 
 
 
 
   

（冨樫洋一氏 右から 2人目）          （鈴木隆一氏 中央） 
 
本大会では、次の時代に向けた取り組みとして次の「宣言」を決議し、多様な関係者の連

携の下に英知を結集して行動することになった。 
 

１ 木材利用の大幅な拡大を実現するため、森林・林業・木材産業関係者が一体となった

木材利用拡大運動を進めよう 
１ 新たな木材需要拡大への支援対策・予算の実現と拡充に取り組もう 
１ 高層建築物、商工業施設をはじめ、暮らしにかかわるあらゆる分野に木材利用を創出

するために、ＣＬＴなどの新しい技術の開発・活用の取り組みを進めよう 
１ 東京オリンピック・パラリンピック関連施設への木材利用を実現しよう 
１ 木材産業の成長産業化を目指して、効率的な生産・加工・流通体制の構築、税制度の

確立、木材貿易の適正推進、間伐材・未利用材の木質バイオマス発電利用、新規分野

の開拓促進に取り組もう 
1 ＪＡＳ製品、合法木材・木製品、乾燥材など、安全安心で品質・性能の確かな木材の
供給や担い手の育成確保に取り組もう                  以上 

平成 26年 1１月 1日 暮 ら し に 生 か そ う 木 の 良 さ を 11月号 (第 41巻 8号)  1 

 

山 形 県 木 材 産 業 協 同 組 合 
〒990-2473 山形市松栄 1-5-41 

TEL.023-666-4800 FAX.023-646-8699 
URL:http://www.mokusankyo.com 

E-mail:yamawood@mokusankyo.com 

目 1 全国大会で木材産業功労者賞受賞！    ４ やまがた環境展 2004に参加！   
2 木材利用ポイント申請 1,150件を突破！  ５ 会議・研修・イベント案内 

次 3 第 24回山形県林業まつり開催される!     ６  住宅着工数等 

 



[テキストを入力]  
 

- 2 - 

平成 26年 11月 1日 暮 ら し に 生 か そ う 木 の 良 さ を 11月号 (第 41巻 8号)  2 

２ 木材利用ポイント申請 1,１５0件を突破!! 

(1) 木材利用ポイントを巡る状況 

９月末日をもち、該当住宅の着工期限（契約書日付でも可）が終了し、今後は、来年 5

月末日までの、完成住宅のポイント申請の拡大に力点が移ったが、今の時期は住宅の完成が

少ないこともあり少し足踏み感がある。 

また、昨年４月以降着工し、現在完成している住宅やリフォーム物件については、登録施

工業界に対して、取りこぼしの無いよう強く指導を要請しているところだが、こちらも伸び

悩みの感がある。  

一方、本県での申請受付件数は、現時点で 1,150件を突破したが、9月末における全国事

務局でのポイント交付件数は 1,100件を超えており、この時点での本県の受付件数は 1,050

件程度であったことから、全国事務局へのポイント交付申請も相当数に上っていると考えら

れる。 

いずれにせよ、木材供給、施工業界の取り組みにより、本県の施主の方々に多くのポイン

トが交付されることは大変望ましいことと考えている。 

事業が後半に差し掛かりつつあるが、可能な限り、ポイントを獲得できるよう便宜を図る

ことが大切であり、県民に対する関係業界が果たすべき義務でもある。 

 該当する完成住宅とリフォーム物件は、まだまだ沢山あり、現在の 2倍の申請は可能と判 

断している。完全な写真が無い等で、断念した方もいると聞いているが、工夫することで、 

これらの課題の大半はクリアしている。諦めずに、ポイント窓口にご相談下さる様お願い 

します。ポイント事務局は、ポイントの獲得に向けて、最後まで皆様をお手伝いいたします。 

(2) 県内での受付件数（10月末日）                             （Ｐはポイント数） 

窓 口 名  昨年 8～8月 9月 10月 合 計 割合% 

木  産  協 
件数 388 24 50 462 40.1 

Ｐ数 118,023,000 7,500,000 15,539,000 141,062,000  

建設労組連合会 
件数 52 1 6 59 5.1 

Ｐ数 15,963,000 300,000 1,800,000 18,063,000 - 

山形建設労組 
件数 142 8 2 152 13.2 

Ｐ数 34,378,000 1,751,000 552,000 36,681,000 - 

金山町森組 
件数 36 6 2 44 3.8 

Ｐ数 9,845,000 1,309,000 630,000 11,784,000 - 

米沢建築組合

（連） 

件数 60 14 10 84 7.3 

Ｐ数 17,811,000 4,240,000 3,210,000 25,261,000 - 

田川建設労組 
件数 131 16 14 161 14.0 

Ｐ数 42,828,000 5,605,000 4,100,000 52,533,000 - 

酒田飽海建設 

労組 

件数 159 10 13 182 15.8 

Ｐ数 47,389,000 3,055,000 3,900,000 54,344,000 - 

やまがたの木 

乾燥センター 

件数 5 2 0 7 0.6 

Ｐ数 1,500,000 600,000 0 2,100,000 - 

計 
件数 973 81 97 1,151 100 

Ｐ数 287,737,000 24,360,000 29,731,000 341,828,000 -  
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３ 第 24回山形県林業まつり盛大に開催される。 

10 月 25 日（土）～26 日（日）に、天童市にある県総合運動公園で開催された、標記林
業まつりは、晴天にも恵まれ、両日で約 3万 5千名の入場者があり大盛会であった。 
特徴的には、時期がずれたことにより「きのこ」等の出品が多く好評だったこと、木工ク

ラフトやクイズ、ゲーム等を通した「木の良さ」の普及啓発が目立ったこと、震災復興関連

では福島からの「フラダンス」グループの演舞や宮城県塩釜市の魚介類の販売が行われたこ

と、天童市条例の変更により防火・防災対策が強化されたことなどが上げられる 
一方、木工工作教室では相変わらず必要以上の「木材」を持ち出す方が存在している。 
2 日間とも大きな混乱や怪我人は無く、入場者は秋の祭りを満喫したようだ。これから

様々な反省点を提出していただき来年度の開催につなげたい。ご協力有り難うございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小国町森組の原木きのこ販売            森林研究センターの木工クラフト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

森林管理署の木工クラフト             福島の元気「フラダンス」 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

置賜地材地住グループの木材ゲーム         木材ポイントクイズ・相談コーナー 
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４ やまがた環境展 2004にも参加（木材利用ポイント協議会） 

標記環境展は、林業まつりと同日開催で、山形ビッグウィングで行われた。このイベント

にも、木産協組合員の協力を頂き、木材ポイント協議会として出展参加し、大きな手応えを

掴んでいる。二つのイベントは、木材等の共通した資材を活用していることから、チラシや

広報で互いに排除することなく「二つのイベント」に参加しようと呼びかけた。 

自然環境や住器関連の展示が多い中で、県産の構造躯体の展示や、木材利用ポイント相談、

餅まき、木材クイズ、世界的ブームとなっている本県特産の「ケン玉教室」等を企画し、ひ

ときわ目立っていた。ご協力いただいた組合員の皆様有り難うございました。 

特に環境展や耐震博覧会のような木材業界のみの展示会では無く、他の産業と合同で参加

する展示会等は、自らの置かれている業界のレベルや実態を把握できると共に、企画内容に

ついても参考とするものが多いことから積極的な出展参加を期待している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
           

木材クイズに挑戦                模擬上棟式と餅まき       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
        

ケン玉レジェンドより学ぶ          県産集成材やポイント事業について説明 

この度の二つのイベントでは、組合員の方から積極的にご協力いただき誠に有り難うござ

いました。木産協の取り組みが大きく評価されるイベントであったと思います。 

従来からあった「お義理」で出展、協力するという時代は終わったと考えています。 

これからは、意欲的な方が出展する「祭り」等が主流となり、数が増えすぎた「祭り」り

も淘汰される時代になると思います。今後も継続して取り組む必要のあるこれらイベントで

は、自らが積極的にＰＲしたいという方を中心に構成していく必要があると考えています。 

組合員各位もその視点からご協力下さる様お願いします。 
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７  会議・研修・イベント等案内 

（１） 役場庁舎等建築に係る技術支援ワークショップ 

木造公共建築物に係る設計段階からの技術支援を内容とした標記のワークショップにつ

いて下記により開催されることになり、該当自治体から出席要請をいただいた木産協からは

沖田理事長が出席する。今後、多くの自治体でも公共木造施設の建築が計画されており、木

材業界への役割が高まることが予想されることから、制度、技術的内容についてしっかり把

握しておく必要がある。 

記 

ア 日時 平成 26年 11月 4日（火）14時～ 
イ 内容 (1）役場等庁舎建設の概要について (2）役場建築に係る木材利用について 

(3）大型公共建築物に係る木材利用の事例等について  

（２） 第５回金山杉サミットのご案内 

金山町では、昭和 59年の「街並み景観づくり 100年運動」の提唱等から一貫して、金山

杉と清流を活かして、風景と調和した街づくりを進めている。今回のサミットでは、街の景

観を構成する大きな要素となっている金山住宅の省エネルギー化について理解を深めるこ

とにしており、道立総合研究機構の鈴木大隆氏の講演等も予定されている。 

記 

ア 日時等 11月 18日（土）13時 30分～20時 30分（会場 金山町役場町民ホール） 

       11月 11月（日） 9時 15分～11時    （会場 南沢杉林 （100年生）） 

イ 問合先 金山町森林組合内 金山杉サミット事務局 （0233－52－2840） 

（３） 平成 26年度全木連東北支部会議 

全木連傘下の東北各県の木産協等が、情報交換と要望事項の調整等のために、下記により

東北支部会議が開催される。県木産協からは理事長と専務理事が出席する予定。 

記 
ア 日時  平成 26年 11月 18日(火) 
イ 会場  秋田県横手市 

（４） 日本木材青壮年団体連合会第 41回東北地区協議会山形大会 

 東北地区の林業、製材業、木材産業の若者が集い、情報交換や親睦を深める標記大会が 5

年ぶりに、下記により開催される。今回は、前段に「炭素固定量認証マイスター講習会」を

開催し、木材に対する新しいニーズに積極的に取り組むことにしている。木産協からは専務

理事が出席する。 

記 
ア 日時 平成 26年 11月 29日（土）18時～ 
イ 会場 山形グランドホテル 
（５） 合法木材（追加）研修会 

合法木材認定事業体の資格要件に、分別管理責任者の研修受講が義務付けられており、9

月開催の研修に都合で出席できなかった事業体を対象に開催する。なお、今回受講しなかっ

た場合は認定事業体の資格が失効しますので申し添えます。関係の方にも周知願います。 

記 

ア 日時 12月 3日（水）13時半～15時半（予定） 

イ 会場 山形県産業創造支援センター第 1会議室(Ａ) 【木産協事務所付近にあります】 
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市町村 着工数 累　計 前年比 累計比 木造累計
大 蔵 村 5 12 0.0% 240.0% 12
鮭 川 村 1 2 100.0% 40.0% 2
戸 沢 村 0 3 0.0% 50.0% 3
最上地域 36 133 156.5% 94.3% 129
米 沢 市 40 342 72.7% 83.4% 303
南 陽 市 9 114 42.9% 98.3% 112
高 畠 町 6 50 66.7% 70.4% 49
川 西 町 1 42 100.0% 175.0% 42
東南置賜 56 548 65.1% 88.2% 506
長 井 市 6 125 14.6% 87.4% 117
小 国 町 0 8 0.0% 66.7% 8
白 鷹 町 6 24 120.0% 64.9% 24
飯 豊 町 3 25 0.0% 113.6% 24
西 置 賜 15 182 31.9% 85.0% 173
置賜地域 71 730 53.4% 87.4% 679
鶴 岡 市 30 326 56.6% 91.3% 261
三 川 町 3 15 60.0% 40.5% 15
庄 内 町 2 59 15.4% 115.7% 57
田　   川 35 400 49.3% 89.9% 333
酒 田 市 21 239 53.8% 66.9% 200
遊 佐 町 4 56 400.0% 160.0% 33
飽　   海 25 295 62.5% 75.3% 233
庄内地域 60 695 54.1% 83.0% 566
注：累計は平成26年１月～　　　　　
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9月期住宅着工状況 

平成 26年 9月期の県内新設住宅着工戸数は、対前年同月比 63％の 377戸となった。利用

別では、持家 203戸で 50％、貸家 127戸で 84％、分譲住宅 47戸で 124%となっている。全

国的には 9月期は当月及び累計で前年比 14%及び 12%の減となっている。本県の落ち込みは

大きく回復のきっかけは掴みにくい状況ではあるが、隣接の被災県が好調を持続しているこ

と等も視野にいれながら、品質の確保やアフターケア等により顧客を繋ぎ止め、経営基盤の

強化を図る必要がある。 

 

2地域別新設住宅着工戸数（平成 26年 9月）                   （単位：戸） 

 

持　　家 貸　　家 給与住宅 分譲住宅 民　間 その他 戸　数 木造率 在来軸組 プレハブ ２×４
22年 4,125 2,533 1,140 40 412 3,777 348 3,319 80.5% 2,479 112 728
23年 4,336 3,001 1,100 8 227 3,903 333 3,615 83.4% 2,778 121 716
24年 4,716 3,086 1,273 61 296 4,468 248 3,917 83.1% 2,940 156 821
25年 5,323 3,543 1,372 21 387 5,136 187 4,515 84.8% 3,453 152 910
25．4月 559 376 151 0 32 494 65 453 81.0% 349 13 91

5月 532 372 128 2 30 513 19 439 82.5% 357 17 65
6月 556 353 171 4 28 540 16 456 82.0% 356 15 85
7月 606 408 146 3 49 593 13 501 82.7% 389 11 101
8月 449 336 60 4 49 439 10 416 92.7% 332 10 74
9月 598 408 152 0 38 568 30 537 89.8% 418 19 100

10月 584 384 158 2 40 577 7 507 86.8% 388 16 103
11月 602 344 223 0 35 596 6 488 81.1% 356 17 115
12月 502 294 151 4 53 490 12 409 81.5% 267 23 119

26・1月 234 135 48 34 17 201 33 160 68.4% 120 8 32
2月 362 166 131 23 42 360 2 275 76.0% 194 9 72
3月 295 189 91 1 14 291 4 255 86.4% 204 10 41
4月 431 270 113 9 39 400 31 406 94.2% 353 12 41
5月 349 228 88 7 26 326 23 293 84.0% 229 11 53
6月 529 291 190 0 48 515 14 415 78.4% 290 13 112
7月 364 204 124 1 35 316 48 300 82.4% 212 13 75
8月 361 223 90 3 45 357 4 305 84.5% 245 7 53
9月 377 203 127 0 47 358 19 332 88.1% 223 5 104

対　前　月　比 104.4% 91.0% 141.1% 0.0% 104.4% 100.3% 475.0% 108.9% - 91.0% 71.4% 196.2%
対前年同月比 63.0% 49.8% 83.6% #DIV/0! 123.7% 63.0% 63.3% 61.8% - 53.3% 26.3% 104.0%
25.1～当月計 4,176 2,801 1,021 46 308 3,957 219 3,502 83.9% 2,716 109 677
26.1～当月計 3,302 1,909 1,002 78 313 3,124 178 2,741 83.0% 2,070 88 583
対累計前年比 79.1% 68.2% 98.1% 169.6% 101.6% 78.9% 81.3% 78.3% - 76.2% 80.7% 86.1%

１　県内新設住宅着工戸数（26年9月） (単位：戸）

年　月 総　数
利用関係別 資金別 木　造　住　宅 木　造　内　訳

市町村 着工数 累　計 前年比 累計比 木造累計
県　　計 377 3,302 63.0% 79.1% 2,741
山 形 市 100 916 52.1% 79.8% 646
上 山 市 6 52 66.7% 60.5% 51
天 童 市 28 248 84.8% 69.1% 189
山 辺 町 10 63 142.9% 143.2% 59
中 山 町 1 12 33.3% 36.4% 12
東南村山 145 1,291 59.4% 77.3% 957
寒河江市 25 116 89.3% 55.0% 108
河 北 町 2 43 13.3% 55.1% 42
西 川 町 0 14 0.0% 700.0% 14
朝 日 町 0 21 0.0% 300.0% 21
大 江 町 1 15 0.0% 83.3% 14
西村山郡 28 209 63.6% 66.1% 199
村 山 市 1 28 9.1% 43.1% 27
東 根 市 34 198 109.7% 73.1% 168
尾花沢市 2 13 0.0% 43.3% 11
大石田町 0 5 0.0% 45.5% 5
北 村 山 37 244 86.0% 64.7% 211
村山地域 210 1,744 63.4% 73.8% 1,367
新 庄 市 22 84 169.2% 102.4% 81
金 山 町 1 5 25.0 55.6% 5
最 上 町 1 5 50% 27.8% 5
舟 形 町 5 15 250.0% 166.7% 15
真室川町 1 7 0.0% 100.0% 6


